
【研究ノート】

授業における人材開発過程の質的研究（８）
人材開発論の受講生の TEA図とレポートを中心として

加 藤 雄 士

要 旨

本稿は，会計大学院の人材開発論の授業における受講生の人材開発過程を質的に

研究することを目的とし，20XX＋6年度の５人の受講生の人材開発過程の TEA

（複線径路等至性アプローチ：Trajectory Equifinality Approach）図とレポートを掲

載する。紙幅の都合上，本稿では TEA図およびレポートの掲載のみにとどめ，分

析結果や考察した内容は改めて示す。

Ⅰ は じ め に

本研究は，関西学院大学経営戦略研究科会計大学院の人材開発論の授業における受講生

の人材開発過程を質的に研究することを目的とする。本稿では，20XX＋6年度の５人の

受講生（掲載許可を得た）の人材開発過程の TEA（複線径路等至性アプローチ：Trajectory

Equifinality Approach）図とレポートを抜粋して掲載する。紙幅の都合上，受講生の TEA

図およびレポートの掲載のみにとどめ，分析結果や考察した内容は改めて示す。

Ⅱ 人材開発論の授業の内容と進め方

１ 本授業の授業内容，方法と回数

本授業は，20XX＋6年度に全 8回（１回200分の授業，土曜日13時20分～16時40分）の

対面授業，３回の特別授業（授業終了後に実施，合計270分）と録画した補講授業（以下，

オンデマンド授業，合計約445分）で行った（表１参照）。

シラバスに掲載された本授業の授業目的，到達目標，授業方法などは20XX～20XX＋5

年度のものと同じ（加藤，2020b参照）である。本授業は，受講生自身の体験を通して，

人材開発のプロセスとその本質，および自己開発こそ他者開発につながることを理解させ
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ることを意図している。そこで，フラクタル心理学を中心として，集中内観の考え方（例

えば養育費の計算や内観 3項目の質問）も一部取り入れて授業を実施した。さらに心理学

（ビリーフ，スキーマなど），認知科学および哲学（過去の想起と認知の再構成など）の知

見もオンデマンド授業を中心にして提供した。これらは過去を想起し，認知の再構成をす

ることがビリーフやスキーマの修復につながり，より生きやすくなるということを伝えよ

表１ 授業及び補講授業（動画）の内容

授業 月日 主な授業の内容

第１回 10月11日
シラバス（人材開発の本質について），フラクタル心理学の基本的な考え方，

準備ワーク

オンデマンド（1） 10月14日 （30分）フラクタル心理学の基本的な考え方の振り返り，テキスト②pp. 2�9
第２回 10月18日 （ゲスト講師Ａによる授業）授業，自己紹介，グループカウンセリング

特別授業〈1〉 10月18日 （90分）（ゲスト講師ＡとＢによる対談形式の授業）

第３回 10月25日
実践量，思考量と現実化の関係性，思考の型，内観法，アクセルとブレーキ，

テキスト②pp. 10�18

オンデマンド（2） 10月29日
（31分）テキスト②pp. 19～20，360度自分，結果は目的，人は鏡，完全投影，

誘導瞑想の復習

第４回 11月 1 日
復習プリント 1， 2， 4，テキスト②pp. 21�26，穴掘りの達成感，自分へ

の理解度

オンデマンド（3） 11月 4 日
（46分）『フラクタル心理学の理論的考察』フラクタル心理学の特徴を学際的

に考察

第５回 11月 8 日
養育費の計算，マンデルブロー集合，フラクタル現象学，テキスト②pp. 27�
30，ニセアダルト，感情

特別授業〈2〉 11月 8 日
（90分）（特別授業）『意識は現実化する』（９マスのワークショップ），マン

デルブロー集合，スキーマ

オンデマンド（4） 11月 4 日
（54分）人材開発がより進む実践方法，認知科学について，過去を具体的に

思い出す

オンデマンド（5） 11月 7 日 （37分）内観法についての説明

オンデマンド（6） 11月10日
（68分）人材開発のコツ・取組み方，フラクタル最新刊，哲学スクールにお

ける過去修復の効果と方法

オンデマンド（7） 11月11日
（30分）（ゲスト講師 C，D，Eによる授業）人材開発論の受講生向けの集中

内観および内観法について

第６回 11月15日
（ゲスト講師Ａによる授業）グループカウンセリング，修正文の作成，トラ

ウマの修正方法

オンデマンド（8） 11月18日 （27分）人材開発論で高い成果を上げるための取り組み方について，内観法

第７回 11月22日
テキスト②pp. 31�37，信じ込みと相似形，怒り・被害者意識の発見，感情

のラベリング，誘導瞑想

特別授業〈3〉 11月22日 （90分）（ゲスト講師 Cによる内観体験）

オンデマンド（9） 11月24日
（80分）テキスト①pp. 33�35，pp. 167�173，pp. 183�191，pp. 209�218，テキ

スト③p. 122，p. 221

第８回 11月29日 （ゲスト講師Ａによる授業）特別グループカウンセリング，LDP

オンデマンド（10） 11月25日 （42分）TEA図の作成方法について

※対面の授業に網掛けをした。※テキスト①とは，『認知を変える人材開発手法』のこと，※テキスト②とは，『フ

ラクタル心理学 人材開発のための基礎知識』のこと，※テキスト③とは，『プラトンの解答』のこと，※ゲスト

講師Ａは一色真宇，ゲスト講師Ｂは，『思いが変われば，人生が変わる！半身不随から復活した奇跡のプロセス』

著者のつのいちえこ，※ゲスト講師Ｃは，和歌山内観研修所の藤浪宏典，※ゲスト講師Ｄは，産業カウンセラーの

土橋義範，※ゲスト講師Ｅは，沖縄内観研修所の平山元。
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うとしたものである。また，担当講師の筆者とともに，ゲスト講師として，第２，６，８

回の授業には一色真宇（フラクタル心理学開発者）も登壇した。さらに第２回の授業後に

一色とつのいちえこ（フラクタル心理学に関する対談），第７回の授業後に藤浪宏典によ

る特別授業（内観体験）を行った。

２ 授業の進め方と課題

本授業は主に筆者がテキストを用いて授業を担当し，一色が主にグループカウンセリン

グを中心に進めた。授業中に誘導瞑想のエクササイズも行った。授業終了後に受講生本人

および他の受講生の TEA図をそれぞれ作成させ（計２枚），それらをもとに課題レポート

を執筆させた。

Ⅲ 受講生の TEA図とレポートの抜粋

本章では，受講生５人が作成した TEA図とレポートの抜粋1）を掲載する。

１ 受講生Ａの TEA図とレポートの抜粋

受講生Ａ（30代，社会人）の TEA図とレポートの抜粋を掲載する。

図 1 受講生Ａの TEA図
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⑴ 第一期（受講前）

私は今の職場に勤めて約10年，様々な経験を積ませてもらい， 6年前から役職について

いる。上司は部下を年齢や職務歴に関係なく能力で評価する一方，ただなんとなく業務を

こなしている部下には厳しい。上司自身の目標が高く，職場での目標も高く設定されてい

る。それについてくることができない部下に対して「僕の考えに賛同できないのであれば

辞めてもらっていいよ」と平然と言う。新人教育を一任されている立場からすれば，教え

る度にすぐに辞めていく人の多さに嫌気がさしていた。

私は入職して間もない頃，失敗し，叱られる度に悔しさを感じ，「絶対にこの人達より

も仕事ができるようになってやる」と必死に仕事をした。知識と力量が追いつき，ミー

ティングで発言権を得て，役職につき，新人教育を一任された時は「勝った！」と思った。

職場では採用面接の際に適性検査を導入しており，導入前に私も現職社員として試しに

実施した。マイナス面として「協調性がない」と書かれていた。新人教育をする上で協調

性がないことは問題だと思い，できる限り新人に寄り添うようにした。しかし，言葉の

端々に「仕事ができないあなたが悪い」というのが滲み出ていたように思う。私も離職率

を上げている一人だった。

私の発言力が大きくなると，上司と意見が衝突することが増えた。上司に対して「なぜ

そんな考えになるのか」と腹立たしく，新人に対しても「なぜいつまで経っても同じ失敗

を繰り返すのか」と腹立たしくなり，八方塞がりだった。それに加えて「こんなに頑張っ

ているのに，ここでは評価してもらえない」と辞めていく従業員が激増した。「自分で自

分のことをこんなに頑張っているのにと言うな！他者に評価されてなんぼやろ！」と上司

に愚痴をこぼしたところ，１年前の秋，人材開発論の受講を勧められた。

⑵ 第二期（第１回，第２回，第３回）

上司に受講を勧められてから１年が経過し，どのような内容なのかも聞かずに講義の１

回目を迎えた。悩みの尽きない職場を何とかしたいが，自分を変えたいと思い受講したわ

けではなく，「先生の言っていることは分かるが，実践するとうまくいかない」という

日々が続いた。特に「一元論」について興味を持ったが，「一元論＝共感」のような感じ

で捉えており，上司と部下に対して「私はあなた，あなたは私」と接するようにしても，

意見が合わない部分をどうしても認めることができなかった。一色先生の講義で誘導瞑想

を知り，チャイルドと対話をしようとしても「やっぱり私は悪くない」になってしまい，

うまくいかず自我の強さを痛感した。しかしこの出来事は，「自分の信念や価値観は何に

基づいてつくられているのか」ということを深く考えるきっかけとなった。
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⑶ 第三期（第４回，第５回）

私は自分の意見を主張することはできるが，感情を言語化し相手に伝えることが苦手だ

ということに気付き，日常にプライベート・ライティング2）を取り入れるようにした。自

分の五感が敏感になると他人との対話に温かみがうまれたような気がした。

内観法で親との記憶を掘り返す中で，私は親からたくさんのことを教えてもらったこと

を思い出した。同時に私の信念や価値観はここからきていることを理解した。自分の考え

を否定されたくなかった理由は，私を否定することは私の親を否定し攻撃されているよう

な気がして耐え難かったからだ。しかし，他人は決して私を攻撃するために否定してくる

わけではない。ただ単に考え方の不一致なのだ。内観法はこのように私にとても大きな気

付きを与えた。

私は小学２年生から高校を卒業するまで本気で水泳に取り組んでいた。水泳の強い高校

を希望し，親に頼み込んで私学に入れてもらった。母は毎日朝練がある私に合わせて起床

し，とんでもない量のお弁当とおにぎりを持たせてくれた。仕事が大変なのに，試合は絶

対に応援に来てくれた。私が弱音を吐くと「そんな考えでは駄目！」と叱ってくれた。母

の応援をプレッシャーに感じたことは一度もなく，私の結果がどうであれ，私の頑張りは

認め，間違ったことは叱る，ということを繰り返してくれた。それでも私が目標としてい

たところには届かず，結果的に挫折という形で水泳を辞めてしまった。私の為にこれだけ

時間とお金を使ってくれた母の期待に応えられなかった悔しさ，「して返したこと」が全

然思いつかなかったことの虚しさが私を苦しめた。

一方で「母が私にしてくれたことをそのまま部下に対してすればいいのでは？」と考え

るようになった。私は自分に協調性がないことを理解していたので，部下が悲しんでいる

時や困っている時は親身に寄り添い同情しないといけないと思っていた。しかし，協調性

＝親身になることではない。部下の頑張りは認め，間違えていることは指摘するという叱

咤激励こそが重要なのではと考えるようになった。第一期で「頑張りは他人に認められて

なんぼ」といっていたが，結局のところ頑張りを一番認めてほしかったのは自分だった。

⑷ 第四期（第 6回，第 7回）

私は新人に対して「あなたにこの仕事を頼んでもどうせこなせられない」と諦める節が

あった。しかし，母のように叱咤激励をしながら教育をおこなっていく為にはそれではい

けないと思い，諦めず自分の感情を相手に適切に伝えられるようにした。

そもそも私は怒りの導線が短い方だ。講義で怒りのワークをしたところ，自分の怒りの

感情は「邪魔された」という感情が一番強いことが分かった。自分の仕事がスケジュール

通りに進まないのは部下の仕事が遅く，部下が私の邪魔をしてくるからだと思っていた。
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このあたりで講義内での誘導瞑想をようやく理解した。そして部下の姿は過去の自分の姿

であったことに気付き，修正を行うことができた。私は問題が起きると何でもかんでも他

人のせいにしていたが，それでは部下がついてこず新人教育もうまくいかなくて当たり前

だ。他人のせいにしないことと，自分の頑張りや努力は自分の為であり自分を磨く為のも

のだと思えるようになると職場で見える景色が変わってくるようになった。

⑸ 第五期（第 8回～）

職場で自分の意見と異なる意見が出た際に，どうしてもその意見を理解することができ

ない場合は積極的に誘導瞑想をおこなった。「自分の考えや行動が常に正しいとは限らな

い」という考えも誘導瞑想によってできた考え方だ。誘導瞑想で自己修正ができるように

なると，職場で，笑顔でいることが増えた。自分が笑顔でいると周囲にも笑顔が増える。

一番驚いたことは，職場で文句を言う部下がいなくなったことだ。新人教育もうまくいっ

ており，今のところ辞めそうな人がいない。第五期にきて「一元論」を自分の中に落とし

込むことができた。これは自分の努力のおかげである。そして，今までの人生がそうで

あったように，これからも自分の努力が自分の未来をつくっていくと思っている。

自分がどうありたいかを考えた時に，重要な存在となったのが母だった。究極の合わせ

鏡である。人材開発論を受講し，理想の上司像がすぐそばにいることのありがたさを実感

した。

２ 受講生Ｂの TEA図とレポートの抜粋

受講生Ｂ（20代，純学生3））の TEA図とレポートの抜粋を掲載する。

⑴ 第１期 （受講するまでの時期）

私は，曾祖父，祖父，父が税理士で，三代続く税理士の家系に生まれた。「自分も将来

は税理士になるのだろう」と強く意識していたわけではないが，一人っ子ということもあ

り，物心ついたころから自然とそう思って育ってきた。誰かに「絶対に継ぎなさい」と言

われたわけではないが，家族を見ているうちに，その生き方が自分の未来にも当たり前の

ように連なっているような漠然としたイメージがあった。税理士になりたい気持ちは確か

にあったものの，「早く資格を取りたい」「事務所を継いで事務所をもっと大きくしたい」

というような強い熱量は存在していなかった。

商学部を卒業後，大学院で税法の論文を書き上げた。それでもなお，本気で税理士を目

指す覚悟が固まっていたわけではなかった。家業を継ぎたい，親孝行したい，代々続く事

務所を終わらせたくないという気持ちは心のどこかにあったが，「今から本気で勉強を始
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めよう」というところにはずっと至っていなかった。

アカウンティングスクールへの進学を決め， 1年生のとき，加藤先生の「経営学」を履

修した。これまで触れてこなかった実践的な知識を学ぶことができた。先生は学生一人ひ

とりの成長に本気でコミットしてくれる姿勢があり，私の中で「こんな先生に出会ったの

は初めてだ」という感動があった。「人材開発論」もぜひ受けたいと思ったが，環境の変

化が重なり，心身ともに余裕がなかった。 1年生の時は受講を見送り，忙しさが落ち着く

のを待とうと思った。２年生になったが，人材開発論は経営学と同様，課題量が多いと予

想していたため，またしても受講を迷った。しかし，せっかく素敵な先生と出会えたのに，

このまま受講せずに卒業してしまったら必ず後悔する，と思うようになった。そこで私は

覚悟を決めて，人材開発論の受講を決断した。

⑵ 第２期（第１回～第３回）

初回の授業で，「自分のことを何％理解していると思うか」を尋ねられたとき，私は「80

％くらい」と思っていた。自分は自分のことを一番よく分かっているし，何が得意で何が

苦手か，どんな性格でどんな思考をするのか，ある程度把握できているつもりだった。し

かし，加藤先生から「人が自分を理解できているのは 5％にすぎない」という考え方を聞

き，自分が今まで傲慢な考え方をしていたことがわかった。自分は自分のことを分かって

いる，変わらなくていい，私は私，という固定観念こそが，実は自分の視野や可能性を大

税理士になりたい気持ち
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きく制限しているのかもしれないと感じた。「この授業で自分の考え方が変わるかもしれ

ない」，「変わったら面白いことになるかもしれない」という期待も感じた。自分を深く知

ることがどんな未来をもたらすのか，ワクワクするような気持ちだった。

第 2回は，一色先生による講義が行われた。人の内面は外の出来事として表れるという

お話を聞き，自分の中に強く依存心があること，その依存心が日常生活のさまざまな場面

に現れていることに気づかされた。私は税理士として自立したい，自分の力で稼ぎたいと

思っていたが，行動が明らかに伴っていなかった。思いと行動の不一致を直視し，「この

ままではいけない」という危機感が芽生えた。ここで，誘導瞑想というものを初めて知り，

最初はよく意味が分からないまま参加していた。

⑶ 第３期（第４回～第５回）

授業が中盤に差しかかる頃，私は自分の怠惰さやサボり癖を，ずっと外部のせいにして

きたことに気づいた。一人っ子で甘やかされたから，親がこう育てたから，学校がこう

だったから，と理由付けをして，自分の弱さを直視せずにきた。努力不足を正当化し，行

動しない自分を守り続けていたことにようやく気づいた。

そこから私は，この性質を本気で治したいと思うようになった。誘導瞑想では，自分の

中にいる「サボり癖のあるチャイルド」に毎晩語りかけた。「動け，サボるな，今のまま

じゃ未来は変わらないし，むしろ悪い方向に進むぞ」と，強い言葉で呼びかけ続けた。

誘導瞑想の効果なのか，意識の変化を少しずつ実感した。家事を今まで以上に努力する

ようになり，勉強時間も自然と増えた。生活全体が活性化し， 1日が充実するようになっ

た。そして意外なことが起きた。私の変化に伴って，夫の行動も変わり始めた。夫はもと

もと家事をよくしてくれる人だったが，私がより積極的に動くようになると，夫も今まで

以上にプラスアルファの家事をしてくれるようになった。「自分が変われば周りも変わる」

という言葉を，本当に実体験として理解できた瞬間だった。

さらにこの頃，私は「豊かな未来を自分の力でつくりたい」という思いがどんどん強く

なっていった。「学生の間は働かなくてもいいかな」と考えていた自分が，気づけば，「早

く仕事がしたい」，「自分のお金を自分で稼ぎたい」と思うようになっていた。これまで

ずっと両親や夫に頼りがちな生活を送ってきたこともあり，自立したいという気持ちが大

きく膨らみ，まずは近所のアルバイトをいくつか応募した。しかし，大学院を卒業するま

で半年もないため，短期採用は難しいと言われ，面接はことごとく不採用だった。落ち込

んでいたタイミングで，父の税理士事務所で産休に入る職員がいると聞き，人手を探して

いると知った。父の事務所以外の場所でも経験を積みたいと考えていたものの，今の自分

にとって働ける環境があることがありがたく，まずは父の事務所で働く決断をした。
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父とはフロアが違うため，仕事中に顔を合わせることはほとんどなかったが，朝の出勤

時に父のとても嬉しそうな姿を見るのが，私も嬉しかった。毎朝 5時半起きで片道 1時間

40分の通勤も不思議と苦にならず，「ここで働く選択をしてよかった」と思った。

同じ事務所で働くことで，父の仕事に向き合う姿勢をこれまで以上に近くで見る機会が

増えた。判断の速さ，責任感の強さなど，今まで家庭の中では気づかなかった父のすごさ

が，ひとつひとつ立体的に見えてきた。父を見ながら，「早く資格を取って父の力になり

たい」という気持ちは，以前よりも強いものへと変わった。

⑷ 第４期（第６回～第７回）

仕事に少しずつ慣れ，私は仕事の楽しさを感じていた。次の日の仕事を楽しみに感じる

ことすらあり，学生の頃に飲食店でバイトをしていた私からは考えられないような変化

だった。

第 6回の一色先生の特別講義で，強く刺激を受けたことがある。ニュースや事件に対し

て過剰に感情移入してしまうこと，他者の気持ちを想像しすぎて心が疲れてしまうこと，

そしてそれが「エネルギーの無駄遣い」であるということだ。さらに，「感情反応が多い

人はビジネスに向いていない」，「感情脳ではなくビジネス脳を使うべきだ」と言われたと

き，自分の弱点を突かれたような感覚があった。

授業後，私は授業の動画に映る自分をアダルトの別人として眺めてみた。すると，私は

他者の感情を勝手に想像し，先読みし，頭の中でドラマをつくることで勝手に疲れを生み

出していたことがよく分かった。この思考パターンでは，集中すべきことに集中できない

と感じた。私は「感情脳を捨て，ビジネス脳を育てたい」と本気で思うようになった。

そこで，誘導瞑想を就寝前だけでなく移動中や 1人の時間にも積極的に取り入れるよう

にした。すると，時間の使い方への意識が大きく変わったように感じた。私にとって趣味

だった韓国ドラマや YouTubeが，実は無駄な時間だったことに気づいた。それらは息抜

きではなく，ただの逃避だった。

そんな中，私はノロウイルスにかかり，24時間ほとんど何も食べられず，動けないほど

の辛さを経験した。実は 5回目の授業の前にも風邪で熱が出ていて，そのときは食欲が落

ちて少しだけ体重が減った。そのとき，私は心のどこかで「ちょっと痩せてラッキー」と

思っていた。しかし今回のノロで本当に動けないほど苦しい状態になったとき，「以前の

思考が自分を弱らせる方向に働いていたのかもしれない」と気づいた。私はこのとき，

「もう二度と体調を崩したくない」と心から思った。これまで「痩せる＝いいこと」とい

う浅い思考が自分の深層意識に刷り込まれていたが，それは危険な考え方だった。私は食

生活を整え，免疫力を下げない習慣をつくり，もっと丁寧に体を扱うと誓った。
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⑸ 第５期（第８回以降）

誘導瞑想の効果を実感したことで，私はもっと自分を開発したいという気持ちが強く

なっていった。以前の私は，「まだ働きたくない」「資格を取るのはお金のため」という受

け身の考え方をしていた。会計や税務そのものに強い興味があったわけではなく，「親が

税理士で，一人っ子だから自分もそうなるべきなのだろう」という気持ちで生きていた。

だからこそ，「仕事が楽しい」と言う人をみるたびに，「羨ましい」，「私もそうなれたらい

いのに」と思っていた。仕事が楽しいと思う日は自分には来ないだろうし，私は会計向き

の性格でもないと感じていた。

しかし，実際に税理士事務所で働き始めてみて，その考えは大きく変わった。意外にも，

毎日の業務が楽しく感じられた。これまで大学や大学院で学んできた知識が実務で活かせ

ることの喜びを感じるようになった。難しい作業をこなした日は達成感があり，理解が深

まるほど仕事そのものへの興味が出てきた。「仕事が楽しい」と自然に感じられ「思考が

現実をつくる」という考え方を日々意識する中で，私は「税理士として働く未来」を肯定

的に描き始めていた。「仕事が楽しい」と言う人を見て，「私もそうなれたらいいのに」と

感じていたことも相まって，仕事が楽しいという現実が生まれてきたのだと感じた。そし

てこの頃，自分の中で初めて「税理士になりたい」という主体的な願望が芽生えた。自分

自身がこの仕事をやりたいと思えるようになった。

11月後半から12月にかけては，人生で最も忙しい時期だった。毎日 3～ 4時間の睡眠で

過ごしていたが，誘導瞑想を続けることで，感情にエネルギーを使わないようになり，12

月に入ってからは睡眠時間を1時間ほど増やせるようになった。時間の使い方が変わると，

生活全体の質も変わるということを実感した。事務所で働く経験を通して，私は資格試験

へのモチベーションが大きく上がり，これからの人生設計が明確になっていった。どの分

野を専門にしていきたいか，父の事務所をどう発展させたいか，自分がどんな税理士にな

りたいのか，具体的にイメージできるようになった。私は，自分の未来を自分で作るとい

う感覚をはっきり持つようになった。

人材開発論は単に単位取得のためではなく，自分の生き方を根本から見つめ直すきっか

けになった。自己理解が深まることで行動が変わり，行動が変わることで周囲や環境も変

化する。私はその連鎖を実際に体験し，自分が確実に変化していることを実感している。

いま私は，「私はもっと変わっていける」という強い実感を持っている。この感覚こそ

が，人材開発論を受けて得た最大の価値であり，私がこれから先の人生を歩む上で大切に

していきたい核となるものだと思う。

94



３ 受講生Ｃの TEA図とレポートの抜粋

受講生Ｃ（40代，社会人）の TEA図とレポートの抜粋を掲載する。

図 3 受講生Ｃの TEA図
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⑴ 第Ⅰ期（受講前）

受講前は，知識・スキル・テクニックで他人をより良く改善したいと考えていた。現在

の自身の経験や方法では他人は変えられない。諦めの気持ちがありつつも，まだ見ぬスキ

ルやテクニックを潜在的に求めていた。一方で，マネージャーを12年間経験してきたこと

から，自らの心の対処法は身につけてきており，感情の波を抑え冷静に受け止めることが

できるようにはなっていた。できるだけ他者の立場に立って物事を考えるようにし，相手

がなぜこの場でこのような発言に至るのか思いを馳せながら対応することを意識し，心の

対処法を極めることが自らの人材開発であるかのように考えていた。

また，過去は変えられないもので，変更が可能な現在と未来にしか興味を持てなかった。

両親に対しても，産み育てて大学まで出してもらったことへの感謝は感じているものの，

日常に追われて，わざわざ感謝や謝罪を改めて述べることなど考えもしなかった。

自らのスキルやテクニック面の限界を感じ，新たなスキル習得としてコーチングを身に

着けるべく勉強を始めた。本で学ぶのには限界があり，幅広く検討をしていた時，母校で

コーチング論と人材開発論が開講されていることが分かった。シラバスを見ると，「学費

の元を取った」，「人生を変えた」等，各年度の受講生の経験談が掲載されており，非常に

魅力的なフレーズで期待が膨らみ，受講を決意した。

授業における人材開発過程の質的研究（８） 95



⑵ 第Ⅱ期（１～３回：未知のアプローチへの期待）

講義の初期段階は知識習得にとどまっていた。フラクタル心理学の一元論やインナー

チャイルドの存在，そのしつけ方，誘導瞑想，「思考が現実化する」仕組みなどを学びは

したが，実践して体得しようとする意識は弱かった。自らが今まで培ってきた心の対処法

で自らの感情を抑え込むという手法では，過去や相手の行動は変えられないということ

（人材開発のもうひとつ上の概念があること）を意識できた時期でもあった。

加藤先生の「テクニックやスキルで人を変えるなんておこがましい」という意見には同

意できるものの，自分が変わると周りが変わるという考え方にはなかなか理屈で整理する

ことができなかった。一色先生とつのい先生の特別授業でも私は納得することが難しかっ

た。ただ，これまでの手法では限界を感じており，この考えを受け入れて実践すれば，さ

らなる高みに到達しそうな予感はあったため，信じて学び続けた。

こうした中，「思考が現実化する」事例が起きた。関西は今住んでいる四国と違って学

べる環境がそろっていて人材開発するのには有利だ，刺激が多くて成長しそうだと思って

いたら，関西転勤が決まった。「この時期が一番大切だ」という加藤先生の叱責も非常に

効いた。それがなければ，ただの知識欲を満たすだけで終わっていたかもしれない。従来

の「人材開発＝知識・スキル・テクニック」という外から何かを付け加えるだけではなく，

「人材開発＝一元論，謝罪ワーク，修正文」という自己の内面や潜在意識への働きかけが

本質だと気づいた期でもあった。

⑶ 第Ⅲ期（４～６回：表層的な理解と実践）

学びが「知識の習得」から「現実を変える人材開発の実践」へと深化しつつあったが，

まだ表層的な理解にとどまり，実践回数が非常に少なかった。一色先生の２回目の講義に

おける誘導瞑想，加藤先生から勧められた赤塚先生のフラクタル現象学の本，内観法の補

講動画，養育費計算などの環境要因が次のⅣ期につながるターニングポイントとなった。

過去を思い出すのは今まで苦手だと思っていたが，そういう習慣や手法を知らなかった

だけだとわかった。被害者意識丸出しで迷惑をかけたことが次々と思い出されてきた。接

する機会の多い母親や祖母以外の人のことはなかなか思い出せなかったが，初めて父親の

ことを思い起こすことができた。田舎者で自分勝手な父親像がすぐに思い浮かんだが，私

に大きな期待をかけていろいろ経験させてくれたこと，またその思いに反発して父親の期

待に応えなかったことが思い出された。加えて，養育費の計算と内観法の補講動画で過去

のエピソードが鮮明に次々と思い出され，「してもらったこと」と「して返したこと」の

アンバランスさと自分の傲慢さに気づくことができた。

内観法と誘導瞑想の相違点として，前者は過去のエピソード一つ一つを思い出し，「し
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てもらったこと」と「して返したこと」を振り返ることで，「迷惑をかけたこと」を認識

できる気がする。他方，一色先生の誘導瞑想では，出来事の前後までを鮮明に思い出す。

加えてインナーチャイルドを諭し叱りつける過程は現在の大人の自分の視点で行う。両者

のアプローチがリンクし，過去の整理とインナーチャイルドの修正につながったと思う。

加えて，赤塚先生の本を読むことで，現実＝直接五感で感じられる世界以外は現実では

なく，世界に投影されているのは自分の思考だと知った。現実と現実以外を切り分けるこ

とで，怠惰で被害者意識を持つインナーチャイルドを明確に浮かび上がらせることができ

るようになった。

⑷ 第 IV期（７�８回，終了後：深い理解と持続的な実践）

内観が認知を根本から変えることでビジネスに効くという説明に心から納得し，チャイ

ルドの修正による能力開発の可能性を確信して実践を繰り返した。また，この意識が持続

すれば人材開発がさらに進むはずだと考え，思考の量をためて頻度をあげることに現在も

強い関心を持ち続けている。来年度はこの授業が未開講だということも自分の「意識が現

実化した」ことを実感できたエピソードの１つである。

両親への感謝と謝罪もついに実行できた。小さい頃は病気がちでいくつもの病院に連れ

て行ってもらったこと，いろいろな体験をさせようとしてくれたことへの感謝と，期待を

裏切りつづけたこと，大学は私立（関学）に行かせてもらえたこと，社会人になっても転

職するまでほとんど実家に帰らなかったことを謝罪した。

お金と仕事の定義の書き換えができたのも大きかった。お金に対する意識は，自身の能

力を活かした労働の対価であり，自身の労働の正当性や有能さを示すものと定義していた

が，直接的な表現は避けなければならないという意識がなぜか働いていた。思い返してみ

ると，小さいときに，お金＝卑しさを口にしていた父親の言葉が私を縛っていることに気

づいた。授業で紹介された「お金＝感謝状」という表現で自分の心が本当に軽くなった。

年末の繁忙期と転勤に伴う業務量の増加で実践の機会も増えた。いつもなら一つの仕事

が終わって一休みしそうなタイミングで修正文を唱えたことで，仕事への取り組み方が明

らかに変わった。被害者意識は消失・すぐにとりかかる自分へと変貌することができた

（EFP）。

４ 受講生Ｄの TEA図とレポートの抜粋

受講生Ｄ（20代，純学生）の TEA図とレポートの抜粋を掲載する。
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⑴ 第Ⅰ期（受講前）

大学院に入学してから，昼は税理士法人でアルバイト，夜や週末は授業という生活が続

き，常に何かに追われているような感覚があった。忙しさの中で知識も実務も少しずつ身

についたが，「自分の成長は止まっている」という思いが消えず，自分に対する不満が

募っていった。興味の幅も広く，ボランティア活動や学外のイベント，インターンなどに

も積極的に参加し，多忙な毎日の中で成長を感じる一方で，「自分をどう扱えばいいのか」

わからず迷っている状態だった。

加藤先生の「経営学」の授業では，知識だけでなく学び方そのものを教えていただいた

ことに深い印象が残っていた。「人材開発論なら，自分の思考や行動のクセを見つめ直す

ヒントが得られるかもしれない」と思い，受講することを決めた。

⑵ 第Ⅱ期（１～３回）

授業が始まると，これまで想像していた授業のイメージは大きく変わった。「自分は何

を感じ，どう考えているのか」を問い直す時間が多かった。先生や受講生との対話を通し

て，他者の視点に触れ，自分では気づかなかった思考や感情のパターンに気づかされる場

面が増えた。これまでは「自分の性格は自分が一番よく知っている」と思っていたのだが，

授業を受けるうちに，それは表面的な理解にすぎなかったことを実感した。感情や行動の

背景には，言葉にならない無意識の領域があり，そこを丁寧に見つめることこそ人材開発

の基盤であると学んだ。

忙しさ＝努力＝成長

自分は自分のことが嫌い

現状に不満がある

人材開発に興味がある

自分のことを90％知っていると思う

加藤先生の授業を履修した

経験がある

友達と同じ授業を取りたい

社会人になる前に，自分の

ことをもっと整えたい

自己成長したい

人材開発論を履修登録

授業を受講しない

内定式の参加 一色先生とつの
い先生の登壇SG SG SG SG

SD SD

SG
SG SG

学園祭の参加 養育費の計算

インナーチャイドルと対話す

る

インナーチャイルドを気づか

ない

できなかった自分を責めてし

まう

早起きしたくないから早起き

できない

早起きしたくない深層意識の

存在に気づく

表面意識と深層意識があり，

インナーチャイルドの存在が

あると気づき 成長と努力の定義を見直し

休みたい自分を許せず，その気持

ちをわざわざ隠している

がんばることだけが成長ではない「がんばる自分」でなけれ

ば価値がない

成果は量ではなく，自己理解の深さや

本音に向き合うことから生まれる

本当の自分の優先順位がわからず，

無意識の努力に追われていただけ

無駄な努力をしていないか問い直す

自己理解を土台にした「質を伴

う行動」を大切にしたい

自分の内側を理解し，

今の自分を認めながら，ゆっく

り進む

親にもっと恩返ししたい

自分のことをもっと知りたい

自分の気づきをメモする習慣を

継続。学び・成長を振り返る習

慣をつくる

自己理解が深まり，行動が自然

に変わった

未来の幸せを追いかけて忙しく

生きるより，いま目の前の幸せ

を大切にしたい

努力や完璧さで自分の価値を

証明，行動の停滞＝自己否定

両親との関係は

「受ける側」では

なく，「お互いに

支え合う側」へ

「完璧主義」か

ら自分への優

しさと受容が

育った
早起きを時々

できた

子供時代の記憶

を深掘りしすぎ

て心身が疲れ，

抵抗感が増えて

いた

思考と現実のずれがあり，変わる

こと自体に不安がある

日々の気づきをメモする習慣化

過去の記憶を言語化

早起きしたくないインナーチャ

イルドを修正してみる

深層意識に気づく。自分のことを

30％しか知らないかも？
早起きを継続にできない。もっと早起

きしたい

できなかった自分を責めてしまう

自分のことを本当にわかっている？

「無理して変わらなくてもいい」と自己

受容が進む

根本的な問題を気付けないまま 親に対し恩知らずのまま生きている

他の授業の忙しさ
と期末試験が迫る

体調不良
藤浪先生の
集中内観

親に感謝
と謝罪

資格試験に集中
社会人になる前に，家族と友達
に過ごす時間を最優先にする

図 4 受講生Ｄの TEA図

第I期（受講前） 第 II 期（１～３回） 第Ⅲ期（４～６回） 第Ⅳ期（７～８回） 第Ⅴ期（授業終了後）

第三層

（信念・価値観）

第二層

（促進の記号）

第一層

（行動・思い）

EFPBFP4

BFP3
BFP2

P-EFPBFP1

環境要因
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特に印象に残ったのは，「人との関係は，自分の内面を映す鏡である」という考え方

だった。相手に見える不安や優しさは，自分の中にも存在しており，他者を理解すること

は自分を理解することにもつながる。実際に，自分の感情の動きを観察する習慣がついた

ことで，他者の行動にも以前より寛容になれたと感じる。

また，一元論という概念にも初めて触れた。最初は「現実的ではない」と思い，なかな

か理解できなかったが，授業を重ねるうちに，「物事の捉え方を変えることで，自分の世

界も少しずつ変化する」という意味を少しずつ実感できるようになった。

さらに，人は無意識のうちに過去の経験に影響を受けているという話が心に残った。詳

しく覚えていない幼少期の出来事であっても，思考や感情の土台に影響を与えている可能

性があると知り，人間の心には自分を守り，回復しようとする働きがあるのだと感じた。

これによって，「自己理解とは静かに積み重ねていく長いプロセスである」ことを学び，

少しずつ自分を客観的に見る視点が育ってきたように思う。

⑶ 第Ⅲ期（４～６回）

普段朝起きられない日があると「またできなかった」と強く自分を責めてしまい，一日

の始まりを失敗のように感じてしまうことが多かった。完璧であろうとする気持ちが強い

ほど，小さな行動のつまずきが大きな自己否定につながっていたのだと思う。

しかし，「怠けたい自分も，休みたい自分も，自分の一部として受け入れていい」とい

う一色先生の言葉が大きな転換点になり，努力だけが正解ではなく，立ち止まりたい気持

ちも自然な反応だと理解できたことで，気持ちの負担が軽くなった。その日できたことに

意識を向け，「今日は遅く起きてしまったけれど，ここから何をするかに集中しよう」と

考えられるようになり，気分の切り替えがスムーズになった。自分を責めるより許す方が

行動する力につながるという言葉の意味を，実際の生活の中で実感できた瞬間だった。

「自信がない」と感じていた背景には，できない自分を厳しく評価し続けるクセがあっ

たのだと気づいた。自己理解とは，弱さをなくすことではなく，それも含めて自分を扱え

るようになるプロセスなのだと学んだ。

⑷ 第Ⅳ期（７～８回）

過去の経験が現在の行動や反応にどのようにつながっているかというワークを繰り返す

中で，自分の感情と向き合う時間が増えた。「私はなぜ相手に気を遣いすぎてしまうのか」

「なぜ断ることが苦手なのか」といった日常の疑問が，過去の経験と自然につながってい

く感覚があった。ふとした瞬間に強いストレスを感じた場面を振り返ると，相手に迷惑を

かけないように予定を詰め込みすぎたり，頼まれごとを断れなかったりする自分の傾向に
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気づいた。その背景には，「手のかからない子でいたい」「迷惑をかけてはいけない」とい

う無意識の思い込みが長く残っていたのだと理解した。

また，集中内観の静かなワークを通して，幼いころの自分に「そのままで大丈夫だよ」

と声をかけるような感覚があり，自然と心が落ち着いていく体験があった。できない自分

を責めるのではなく，「今日できたこと」に目を向けることで，一日の終わりの気持ちが

以前より穏やかになったことも大きな変化だった。

この過程で，自分を縛っていたルールや価値観は「他人から与えられたもの」ではなく，

「幼い自分自身が作り出したもの」だったという気づきを得た。当時はそれらが必要だっ

たのかもしれないが，今の自分にはもう必要ではない，そう理解できたことは，自己理解

が一歩進んだ瞬間だった。

⑸ 第Ⅴ期（授業終了後）

授業を通して，「より早く」「より多く」ではなく，自分の内側を理解し，今の自分を受

け入れながら進むことの大切さを学んだ。完璧さを求めるよりも，「今日はできた範囲で

よく頑張った」と自分に声をかけることで，行動の意欲が自然と湧いてくることを実感し

ている。また，自己理解が深まったことで，人との関係にも変化が生まれた。以前は「迷

惑をかけてはいけない」という思いが強く，自分の気持ちを抑えがちだったが，今は必要

なときに境界線を引き，自分の気持ちを丁寧に扱う意識が育ってきた。さらに，日常の中

で感じた感謝や思いを素直に言葉で伝える大切さにも気づいた。頭で理解するだけでなく

行動として表すことで，相手との関係や自分の内面にも変化が生まれる。自分の成長を実

感しながら周囲と向き合えるようになったことは，この授業の大きな成果だと思う。

今後は，授業で学んだ「自分の気持ちを確かめ，振り返り，成長を言語化する習慣」を

続けながら，未来の目標を追いかけすぎず，目の前の小さな幸せや成長を大切にしていき

たい。

５ 受講生Ｅの TEA図とレポートの抜粋

受講生Ｅ（50代，社会人）の TEA図とレポートの抜粋を掲載する。

⑴ 第１期 （受講前）

受講前の第１期は，自分自身の強い被害者意識から，職場やマンション理事会での地位

を失い，没落した状況でした。前年に人材開発論を受講した時は，仕事も順調で，部長代

理から次期管理部長へ将来を託される状況でした。しかし，受講直後から両親が次々と倒

れ，介護に右往左往し，授業を離脱しました。
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その後約１年の間に，職場では介護で居場所を失い，新規事業部へ異動になったものの，

部長職とは名ばかりで孤立を深めました。他方でマンションの理事会でも，私を敵視する

高齢者派閥に疎外され孤立し，心身ともに疲弊していました。以前の私なら次の転職先を

探していたはずですが，10年前の転職でも似たような出来事があり，さらに今回はマン

ション理事会でも孤立したことで，人生全般において自分の中に何か決定的に間違ってい

るものがあると考え，この堂々巡りを止める必要性を強く感じました。

父の他界を経て，母も特別養護老人ホームに入所し日常を取り戻しつつある中で，自分

を変える機会と捉えて受講を決意しました。この頃の私は不幸が次々と襲ってくる理由が

わからず，介護・仕事・理事の各環境が思うように整わないことに苛立ちを感じていまし

た。すべてのシーンで共通していたのは，老害に対して奴隷のように働いてきたという自

負でした。それにも関わらず私を排除し，見捨てようとしている老害に対する恨みから，

強い被害者意識を持っていました。献身的な自分を様々な形で痛めつける両親，直属の上

司，高齢の理事たちを，心底「老害」だと思っていました。

⑵ 第２期 （１～２回目）

１回目は休みましたが，２回目で２人のゲスト講師にお会いし，被害者だと思っていた

自分が，実は独裁的・支配的であったことに気づきました。ゲスト講師のＢ先生は著書に

書かれていた寝たきりの姿からは想像ができないほど健康的で，微笑む表情と美しい様子

に驚きました。特に特別養護老人ホームで寝たきりの母を見ていたので，相当な努力を重

会社経営は恐ろしい命取り

最高の両親＝全力で介護したい

責任があると父のように死ぬ 父のようになりたくない 自分の無責任は父と無関係

つのい先生の健康的な姿

寝たきりの母とは対照的 両親に土下座をしたくなった

朝晩３回アファメーション

一元はただの現実逃避？

過去を振り返った

人を奴隷できずイラつく人生

過去から自分は無責任だった

取締役になりたい

突然，介護の波状攻撃

一方応援してくれる人たちがいた

10年前のデジャブのよう

転職しても変わらないだろう

今変わらなければ堂々巡り

人材開発論の受講を決意

疲労と現実逃避の日々を続ける 従属を拒み離れた相手を，自分を見捨てた存在として勘違いし続ける

一元はファンタジー ?!今の孤立は独裁を試みた結果

自分を支配し父のように実直に
理想の一元世界を創りたい

無責任な自分が理想の
一元世界を創れるのか？

父の良いところを受け継ぎつつ
私は別の選択で豊かな人生を歩む

父のせいで
責任を放棄したのか？

自分の行動パターンを
振り返った

自分自身の世界を
創るために生まれてきた

理想の一元世界は
思考すれば現実化する

ごめんなさいを四六時中
心の中，車の中で言った

自分がすべてを隷属させる
一元の世界が心地よい

逆に自分が家族の奴隷化
を試みてきた

職場とマンション理事会で同時
に地位を落とされ孤立した つのい先生のような微笑みと

健康的な美を手に入れたい

怒りを感じる出来事を書き
留める課題が出た

LDP分析で“隠蔽”“仮設”の
人生を嫌悪している自分を発見

自分の強い支配力で
理想の一元世界を実現

パワーの使い方を間違え続け
孤立し疲弊する役職に就いては落ちる

親の人生は
「自分が生まれる直前まで
迷い，選ばなかった人生」

怒りが激減した

全く緊張しなくなった

完全に安心・安全な世界

『プラトンの解答』で
一元の世界が腑に落ちた

図 5 受講生Ｅの TEA図
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ねられた先生の存在は，フラクタル心理学の効果をまざまざと見せつけられる思いでした。

Ｂ先生が仕事に打ち込み，多忙を極め，最終的に寝たきりの状態に陥ったという特別授業

でのお話は，自分と重なるところが多く危機感を覚えました。特に，中学時代にできた

「自分が入院すると家族関係が混乱する」というスキーマが，その恐怖をより強くしまし

た。そこでＢ先生と同じことをしようと考え，受講の翌日から四六時中「ごめんなさい」

と，謝罪の気持ちをあえて込めずに言い続ける取り組みを開始しました。

一方で，怒りを感じる出来事を書き溜めるように言われ，自分の過去を振り返ってみま

した。思い出せる最も小さい頃の自分が感じた怒りの出来事をWordに入力していきまし

た。すると，あたかも奴隷を監視するように，両親，弟，元夫，子どもたち，職場の同僚，

上司，管理組合の理事たちなど，あらゆる人を対象に，にらみを利かせて，彼らの行動に

イラつき，怒りを感じながら生きてきた自分の実態に気づきました。

以前Ａ先生から「弟さんへの恨みが強すぎるから毎日謝罪しなさい」とご指摘いただい

たものの，その真意を理解していなかったことにも気づきました。私は両親から弟を引き

離し，母親代わりを務めることで，奴隷たる両親を引き続き独占したうえ，弟までも自分

の手下として奴隷化しました。二人の子の夫たちは私に監視されることを嫌い，離れてい

きました。あるいは私が使えない奴隷だと突き放したとも言えます。こうして過去を振り

返ると，自分が奴隷になるどころか，実は私が独裁者のように振舞っていたことに気づき

愕然としました。職場でも理事会でも孤立しているのは，独裁を試み，それに失敗し続け

た結果なのだと，初めて腑に落ちました。ここから修正の実践が始まりました。

⑶ 第３期（３～４回目）

講師から紹介されて読み始めた『プラトンの解答』により，一元の世界が腑に落ち，こ

の世界が完全に安心・安全な世界だと知り，人生に光明を見出しました。一元の世界を受

け入れられない最大の要因は被害者意識であるということ，無責任からくる他責を取り除

かない限り，この世界が本当は完全に安全な世界であるという真理にたどりつけないと説

明されていました。いよいよ本格的な修正の取り組みを始めることができました。

まず第２期で痛感した独裁者である自分を抹殺するために，心の中はもちろん，運転中

に車内で声に出して「ごめんなさい」と言いました。気持ちを入れずにとにかくバケツに

溜めるように「お父さんごめんなさい」「お母さんごめんなさい」「〇〇さん（弟の名前）

ごめんなさい」，コンビニの店員さんの前でも心の中でごめんなさいを連呼しました。す

ると，感情を入れていないつもりでも，自ずと両親に土下座したくなりました。また，ご

めんなさいを連呼するうちに，自分はただの土なのだと思えるようになってきました。私

に嫌気をさして離れていった存在を「私を見捨てた人」と思い込んでいた自分は，何もの
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でもないただの土で，何と傲慢だったのだろうと深く反省しました。アファメーションを

スマホに吹き込み，朝晩３回ずつ聴きました。幼少期に熱心に遊んでいた砂場の家づくり

のように，大人の自分が同じように熱心に仕事に取り組めば，本当の豪邸を建てることが

できるのだと言い聞かせ，怠慢な自分を奮い立たせることにしました。

職場では社長から報告の仕方について厳しく叱責され，以前の上司からも仕事の姿勢や

精度について強い指摘を受けていました。ごめんなさいと心の中で連呼しつつも，私は未

だ，「老害」だと心のどこかで罵り，被害者意識を根深く持ち，上司を恨んでいる自分を

見て見ぬふりで放置していました。

⑷ 第４期（５～７回目）

第４期で長い迷走時期に入りました。社長や部長の叱責を機に，管理者としての責任を

棚上げしてすべての原因が私にあると攻撃してくる２人に怒りを感じる自分に気づきまし

た。今思えば，それは自分が以前部下にしたことでしたが，責任について悶々と考える

日々が続きました。「責任」という言葉は他界した父を真っ先に想起させました。父は経

営していた会社を倒産させ，個人でも責任を負った直後，脳出血で息を引き取りました。

会社経営に失敗すると命を落とすという漠然とした恐怖を抱くようになりました。一方で，

倒産により多くの人に迷惑をかけたにも関わらず，父を慕う人は少なくありませんでした。

どんな時も笑顔を絶やさず，人の悪口や陰口を言わず，弱音も吐かない父を，私自身も人

徳のある人だと尊敬していました。倒産させた経営者としての父への失望と，人徳者とし

ての父への尊敬の念が，私の中で交錯していました。

それに引き換え私自身は，職場で責任あるポジションを下ろされ，理事会でも孤立し，

自分には人徳がないのだと痛感し，失望していました。そんな中でも授業仲間の存在や，

内観体験をさせて下さったゲスト講師Ｃ先生との懇親会での会話は，自分にもまだ成長の

機会は残されているし，希望はあると思わせてくれました。

そこでもう一度，自分の行動パターンを省察したところ，過去からずっと無責任だった

自分に気づきました。私は常に，親や上司に保護され，無知であることが当然の権利のよ

うに考え，責任を取る覚悟もないのに自己顕示欲だけは強く，見せかけの努力アピールが

うまいがために，一度は表舞台に立っていました。しかし実力と誠実さが不足しているこ

とがすぐに露呈し，失望されるパターンを繰り返してきたことに気づきました。

そしてＡ先生による最後の授業で LDP分析を受けたところ，自分の深層意識の中では

「隠蔽」や「仮設」の人生を嫌悪していることがわかりました。実直に責任を取る覚悟を

持って仕事に取り組んだ父の生き方を選びたいと考えていたのです。ただそう思ってもな

お私自身には迷いがありました。自分のパワーを抑え続けられる気がしませんでした。真
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面目にやろうとするほどパワハラだと指摘を受けることが多かったからです。

⑸ 第５期（８回目，授業後）

私は授業の中で，保護司にならないかと誘われた話をしました。自分自身のパワーの制

御方法さえわからないのに，パワーを別方向に使い刑罰を受けた人の大事な人生の局面で，

自分が役に立てるとは思えませんでした。案の定Ａ先生から，私に暴力的な側面が根強く

残っており，誤ったパワーの使い方をした過去が投影された結果，保護司の誘いが生じた

のだと指摘を受け，自分の投影をこれ以上目にしたくない私は，保護司の話を断ろうと思

いました。

その後Ａ先生が付け加えた「要は，あなたは人よりパワーが強い。強いパワーの使い道

を間違えるとこうした現象が起きる」という言葉が，私の中の迷いを一気に晴らしました。

私は人より強いパワーを持ちながら，その使い方を間違えることでパワハラとなり，従属

を嫌う身近な人々が私から離れていったことに気づいたのです。ではそのパワーをどこに

向けるべきなのか。一元に立てば，私の世界は私自身が創り出す世界で，その世界の覇者

もまた自分自身です。この覇者を圧倒的な存在に成長させれば，私は安心できる世界で力

を発揮し，理想の世界を築くことができるのだとわかりました。

ここまで理解しても，失敗して父と同じ道を歩むのではないか？という恐怖は消えませ

んでした。それを払拭してくれたのはフラクタル現象学の勉強会で出会った「親の人生は，

自分が生まれる直前まで迷い，そして最終的に選ばなかった人生である」という言葉でし

た。圧倒的なパワーを持つ社長の下で倒産させない経営能力を身につけ，自身の資産も着

実に形成できる人間になれば，私が持つエネルギーを多くの人に分け与えられる存在にな

れる。そう思えるようになりました。父の実直な仕事ぶりや人の良い部分を受け継ぎ，社

長の経営感覚を学び，これまで他人に向けてきた支配力を自分自身の鍛錬に向け直せば，

必ず成功できるという自信が生まれてきました。

注

1）TEA図については，授業終了後から課題レポートの提出期限までの10日間前後に筆者がコ

メントし，受講生が納得した点のみ修正をした。課題レポートについては本人が提出したもの

を筆者が趣旨を変えない程度に修正，抜粋し，最終的に受講生に確認したうえで掲載した。

2）プライベート・ライティングは，マーク・リービー著，森重優美訳（2004）『書きながら考

えるとうまくいく！：プライベート・ライティングの奇跡』を参照されたい。

3）純学生とは，社会人経験のない学生のことをいう。
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